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上
葛
川
か
ら
奥
駈
道
（
２
９
番
鉄
塔
）
ま
で
の
調
査 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
７
月
２
日
（
木
）
晴 

 

◇
参
加
者
：
山
川
治
雄
、
梶
野
照
雄
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
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香
精
山
と
四
阿
の
宿
間
の
靡
看
板
設
置
に
、
上
葛
川
か
ら
の
旧
逓
信
道
を
使

お
う
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
な
い
区
間
な
の
で
、

事
前
調
査
の
た
め
現
状
の
確
認
に
向
か
っ
た
。 

 

朝
８
時
３
５
分
、
上
葛
川
に
着
い
て
山
川
さ
ん
の
到
着
を
待
つ
。
９
時
５
分

前
に
山
川
さ
ん
が
到
着
し
、
登
山
口
に
移
動
し
た
。 

 
 

 
 

 

上
葛
川
登
山
口 

 
 
 

 
 

崩
れ
た
所
に
橋
が 

 
 

 
 

水
源
の
滝 

準
備
を
整
え
出
発
、
昨
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
て
、
爽
や
か
な

お
天
気
に
な
っ
た
。
下
の
方
か
ら
聞
こ
え
る
葛
川
の
流
れ
は
相
当
多
い
よ
う
で
、

水
音
が
ず
っ
と
聞
こ
え
続
け
て
い
た
。
途
中
の
沢
も
水
の
流
れ
が
多
く
、
靴
を

濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
通
過
し
た
。 

 
 

 
 

 

送
電
線
巡
視
路
の
分
岐 

 

上
の
方
に
倒
木
が
見
え
る 

 

奥
駈
道
２
９
番
鉄
塔 

 

一
時
間
４
５
分
で
電
源
開
発
の
標
識
が
立
て
ら
れ
た
場
所
に
到
着
。
ロ
ー
プ

が
張
ら
れ
て
い
る
の
で
大
変
判
り
や
す
い
。
ロ
ー
プ
の
先
に
続
く
踏
み
跡
は
、

は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
て
、
立
ち
木
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
テ
ー
プ
が
随
所
に
付

け
ら
れ
て
い
た
。
奥
駈
道
に
至
る
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
杉
の
倒
木
２
本
が
道
を
塞

い
で
い
た
。
何
と
か
跨
い
で
通
過
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
下
方
を
迂
回
し
て 

通
過
が
可
能
か
を
調
べ
た
。
倒
木
の
根
は
下
に
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
下
側
を
通
過

で
き
る
が
、
本
来
の
登
山
道
に
登
り
返
す
の
一
苦
労
。
土
が
柔
ら
か
く
、
杉
の

枝
が
多
数
あ
っ
て
登
り
返
す
の
に
５
分
以
上
費
や
し
た
。
こ
こ
は
倒
木
を
ま
た

い
で
通
過
す
る
の
が
現
状
で
は
ベ
ス
ト
だ
。 

余
計
な
登
り
返
し
で
２
５
分
か
か
っ
て
奥
駈
道
、
２
９
番
鉄
塔
の
広
場
に
着
い



た
。
こ
こ
に
も
テ
ー
プ
が
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
黄
色
の
テ
ー
プ
を
追
加
し
た
。

少
し
香
精
山
の
方
向
に
移
動
、
送
電
線
の
下
の
木
陰
で
昼
食
に
し
た
。
こ
の
付

近
の
立
木
に
は
テ
ー
プ
が
付
け
ら
れ
、
行
仙
の
送
電
線
工
事
の
時
と
同
じ
よ
う

に
伐
採
が
行
わ
れ
る
よ
う
だ
。
昼
食
を
食
べ
終
わ
っ
て
、
山
川
さ
ん
が
私
の
足

元
に
ヒ
ル
を
見
つ
け
た
。
ス
パ
ッ
ツ
を
外
し
て
靴
を
脱
い
で
み
る
と
、
左
足
に

２
ヶ
所
、
右
足
に
１
ヶ
所
、
昼
に
血
を
吸
わ
れ
た
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
ヒ
ル
は

１
㎝
位
の
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
の
で
大
き
な
傷
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
ヶ
所
は

帰
宅
後
も
出
血
が
続
い
て
い
た
。 

昼
食
休
憩
の
後
、
同
じ
道
を
引
き
返
し
た
。 

 

上
葛
川
か
ら
奥
駈
道
、
２
９
番
鉄
鉄
塔
ま
で
、
登
り
は
２
時
間
１
０
分
弱
、

下
り
は
１
時
間
半
ほ
ど
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

旧
逓
信
道
の
要
注
意
箇
所 

 

旧
逓
信
道
に
ヒ
ル
が
多
い
こ
と
は
判
っ
て
い
た
が
、
ス
パ
ッ
ツ
だ
け
で
は
ヒ

ル
の
侵
入
を
防
げ
な
い
こ
と
を
身
に
染
み
て
知
っ
た
。 

 

上
葛
川
集
落
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
三
つ
目
の
滝
を
過
ぎ
る
辺
り
ま
で
、
荒

れ
た
と
こ
ろ
は
殆
ど
無
い
が
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
木
橋
の
腐
食
や
道
の
崩
落
で

通
過
に
慎
重
さ
を
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
最
低
３
カ
所
あ
る
。
ま
た
、
渡
渉
が

必
要
な
沢
で
は
苔
付
き
の
岩
も
多
く
滑
り
や
す
い
個
所
も
あ
る
。 

 
 

 
 

 

旧
逓
信
道
の
要
注
意
箇
所 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 

 
 

 
 

本
日
の
ル
ー
ト 

 

３
月
に
志
岐
さ
ん
と
二
人
で
２
１
世
紀
の
森
か
ら
東
屋
岳
ま
で
の
倒
木
処

理
を
行
っ
た
が
、
こ
の
時
は
香
精
山
ま
で
３
時
間
だ
っ
た
。
倒
木
の
数
が
多
か

っ
た
の
で
、
作
業
時
間
を
マ
イ
ナ
ス
す
る
と
約
２
時
間
半
と
な
る
。
上
葛
川
か

ら
で
も
香
精
山
ま
で
は
２
時
間
半
弱
な
の
で
、
ヒ
ル
の
多
い
夏
の
時
期
に
こ
の

コ
ー
ス
を
多
人
数
で
歩
く
こ
と
は
あ
ま
り
お
勧
め
で
は
な
い
。 (

記
；
梶
野) 
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